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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、2008 年 8 月に行われた北京オリンピック報道によって視聴者の対中国意識がどの
ように変化したか探ることを目的とし実施された。 
 調査の結果、テレビニュース視聴者の中国（人）についての認識は、オリンピック前後で部
分的に変化があったことが明らかとなった。中国（人）イメージが変化した人は直接的な経験
（渡航経験や友人・知人）が無い、オリンピック前に中国に対しネガティブな印象を持ってい
た人がオリンピックを契機に良い印象を持ったようである。このような傾向を持つ人は若い世
代が多く、今後テレビの報道内容によって、若者は中国（人）イメージが変化する余地が示唆
された。 

中国（人）の印象が変化しにくい人は、メディア接触によって先有傾向の強化・補強が行わ
れていることが推察された。取り上げられた出来事がインタビュー対象者自身の中国経験やイ
メージと結びつけられていたからである。 
テレビニュースは中国を発生地とする報道が全体の 38.1％を占め、中国報道の議題設定や放送
局別の傾向が明らかになった。視聴者はオリンピックの競技ニュースというよりは、オリンピ
ック開催前、期間中の関連報道から中国（人）に関する情報を得ていたようである。またテレ
ビをよく視聴した人は、新聞、インターネットなどに多く接した人よりも肯定的イメージへの
変化がみられた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study is to explore the changes of Japanese attitudes towards China 
and the Chinese after being exposed to information connected to the Beijing Olympics and 
its news reports through mass media. We put focus on “decoding” the Beijing Olympics. 
And this study used an online survey to collect data.  

Japanese people were very much interested in the Beijing Olympics. They spent much time 
watching news about the Olympics and Olympics-related matters. Japanese broadcasting 
spent more time on Chinese news during and before the Olympics than usual, according to 
our survey. International sports events always attract peoples’ attention, influencing 
their respective audiences’ attitudes in various ways.  

We know that the influence of media over people cannot be measured easily. Nevertheless, 
as far as our research is concerned, Olympics coverage and related news on China, generally 
speaking, had an overall positive influence on understanding/appreciation of present day 
China and Chinese as reported by our respondents. The media event of the Beijing Olympics 
presented Japanese with a valuable opportunity to modify long-held stereotypical 
preconceptions about China, more positive changes were found in two aspects of our surveys, 
namely, people’s attributes and ideological orientation. The self-categorized 
“television watchers” in our survey reported having a better image on China in terms 
of ideological orientation, with the “National character”-oriented sub-group of the 
“television watchers” reporting image/attitude shifting in a more positive direction. 
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Encouraging signs were also observed among members of the “Economy & society” and 
“Power of the state” groups. Even the “History & culture”-oriented group, which 
already reported good pre-testing evaluations of China/Chinese, displayed an observable 
positive shift in the test condition survey.  
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１．研究開始当初の背景 

国際テレビニュース研究会では、これまで
国際的なテレビニュースの内容分析研究を
中心にさまざまなニュース関連研究を行っ
てきた。 

2008年8月に中国北京市でオリンピック競
技が行われることが予定されていたので、
2006 年頃からテレビニュースと人々の中国
観の関係について調査する方法を模索して
きた。単純な影響研究や受容研究を越えたと
ころで、ニュースが人々にどのように理解さ
れるかという問題、言い換えればメディア内
容と人々の意味の構築との関連を多角的に
明らかにしたいという研究動機があったか
らである。 

そこで、従来のテレビニュース内容分析を
行う一方、オリンピックの前と後に一般の
人々を対象にパネル調査を行ってどのよう
に対中国観が変化したかを調べるとともに、
フォーカス･インタビューによりコーホート
によるメディア接触や歴史観の違いが意見
形成にどのような違いを生じさせているか
を浮き彫りにしたいと考えた。 
メディアを通じてある国や地域、そこに暮ら
す人々についての情報がどのように伝えら
れるかは、人々の理解や意見に影響と関連を
持つことは間違いない。本調査だけではそれ
に対する十分な答えを導き出すには至って
いないが、それに至る一つの道を開こうと試
みた。  
 
２．研究の目的 

本研究の目的は以下の 3つである。 
（1）日本のテレビニュースが北京オリンピ
ックの際にどのような放送を行っているか。 
（2）オリンピック前に持っていた中国（人）

に関する知識・イメージが、北京オリンピッ
ク関連報道等によりどのように変化したか。 
（3）人生経験やメディア接触のあり方が意
識形成とどのような関係があるか。 
 
３．研究の方法 

本研究は、メディア内容と人々の中国観が、
どのように関連しているかを以下の 5つの調
査方法を組み合わせて、多角的に明らかにし
ようと試みた。それは、テレビニュース内容
分析、オリンピックの前後に実施したインタ
ーネットによるアンケート調査、フォーカス
グループ･インタビュー、中国中央電視台の
オリンピック報道関係者へのインタビュー
調査、日本の中国報道関係者への調査である。 
 
４．研究成果 

上記 5調査の結果、テレビニュース視聴者
の中国や中国に住まう人々についての認識
は、オリンピック前後で部分的に変化があっ
たことが明らかとなった。変化する･しない
要因として個人の属性（年齢、性別）、経験
（中国渡航経験、友人・知人の有無）、メデ
ィア接触が推測される。 

中国（人）イメージが変化した人は直接的
な経験（渡航経験や友人・知人）が無い（あ
るいは少なく）、オリンピック前に中国に対
しネガティブが印象を持っていた人がオリ
ンピックを契機に良い印象を持ったようで
ある。特にフィーチャー・ストーリーに影響
を受けた人がいたことは注目に値する。この
ような傾向を持つ人は若い世代が多く、今後
テレビの報道内容によって、若者は中国、そ
して中国人イメージが変化する余地が示唆
された。 

一方、中国への印象が変化しにくいグルー



プは、メディア接触によって先有傾向の強
化・補強が行われていることが、年齢の高い
世代、若い世代に共通して推察された。たと
えば開会式における少女の独唱が「口パク」
であった事件など、取り上げられた出来事の
背景や理由がインタビュー対象者自身の中
国経験やイメージと結びつけられていたこ
とである。 

テレビニュースは中国を発生地とする報
道が全体の 38.1％を占めたが、テレビに接触
した人々はオリンピックの競技ニュースと
いうよりは、オリンピック開催前、期間中の
関連報道から中国・中国人に関する情報を得
ていたことが推測される。そしてテレビをよ
く視聴した人は中国に関する多様な情報に
触れ、新聞、インターネットなどに多く接し
た人よりも肯定的イメージへの変化がみら
れた。 

また、テレビニュース内容分析によって中
国報道の「ニュース項目」や取り上げ方が明
らかになり議題設定や放送局別の傾向が明
らかになった。 
 今後の課題は、大きく 3 つある。第一に、
テレビニュース以外の中国関連報道の一般
的傾向を探ること、第二に国際放送とスポー
ツイベントの報道のあり方を考察すること。
そして、報道内容（内容分析）とオーディエ
ンス（アンケート調査とフォーカスグルー
プ・インタビュー）への影響がどのような関
係があるかについて総合的考察を行うこと
である。 
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